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注
目
の
日
米
首
脳会
談
が
終わっ
持に
と
り
緊
要」
だ
と
表
現
さ
れ
た
る
か
ぎ
り、
き
わ
め
て
現
実
主
義
的

て、
共
同声
明
と「
共
同
新
開
発
ご
と
に
強い
反
溌
を
示
し
てい
る。

で
あっ
た
こ
と
で
あ
る。
そ
の
背
後

表」
が
発
表
さ
れ
た。
先
週
のこ
の
戦
後一一一
十
年、
外
交
政
策に
お
け
る
に
は、
宮
沢
外
相
は
b
め外
務
事
務

欄
で
も
触
れ
た
よ
う
に、
今
回
の
日
野
党の
反
対パ
タ
ー
ン
は｝
貧
し
て
当
局
の
笠A
な
ら
ぬ
努
力
が
あっ
た

米
会
談
は、
，
懸
案
な
き
首
脳
会
雪
た
が、
現
代の
国
家
が三
十
年
間
と
恩わ
れ、
そ
の
こ
とは
共
同
文
笛

談e
で
あっ
たに
も
か
かわ
ら
ず、

も平
和を
保
持
で
き
た
とい
う
事
実
に
もに
じ卓
出てい
る。
む
し
ろ、

最
近
の
ア
ジ
ア
の
国
の
ま
えに、
そ
の
反授
の
根
拠
は
脆
一ニ
木
首
相
は
何を
語
り
出・一ず
かわ
か
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発
表さ
れ
たこ
っ
－

の共
同
文
感
は、
こ
の
点
で、
ぎ
わ
〈
も
ろ）
い。

ら
ない
といっ
た
懸
念
か
ら
事
務
当

め
て
包
括
的
に
問
題
を
諮っ
て
お

む
し
ろ
多
く
の
人び
と
が
窓
外
で
局
が
がっ
ち
り
まわ
りを
固
め
てい

り、
格
調
も
高い
も
の
で
あ
る。
野
あっ
た
の
は、
訪
米
前、
宇
都
宮
徳
た、
とい
え
な
く
も
ない。
首
脳
会

党各
党
は、
例に
よっ
て、
日
米
体
馬
氏を
北
朝
鮮
に
送っ
たと
見
られ
談
といっ
て
も、
合
計二
時
間、
遇

制
の
強
化

に反駁
し、
注
目
さ
れ
た
た
り、
「
歴
史
の
流れ」
といっ
た
訳
の
時
聞
があ
る
か
ら二
回
で
正
味

朝
鮮
半
島
問
題
で
は、
「
韓
国
の
安
哲
理を
好
む三
木
首
相
が日
米
会
談
一
時
間
な
の
だ
が、
こ
の
よ
う
に
タ

全
が
朝鮮
半
島に
お
け
る
平
和
の
維
で
示
し
た
内
容
は、
共
同
文
世間を
目見
イ
ト
な
予
定
が
組
ま
れ
た
の
も、
ぁ

るい
は、
中
東
問
題
や
全
欧
安
保
問

題
で
多忙
な
ア
メ
D
カ
側
の
都
合
だ

け
で
は
ない
の
か
もしれ
ない。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で、
五
日

夜、
三
木
首
相
が
永
年
の
9
私
設
通

訳4
国
弘
正
縫
氏だ
けを
伴っ
て、

フォ
ー
ド
大
統
領
と
，
密
会e
す
る

とい
うハ
プニ
ン
グ
が
穆」っ
た。

こ
のハ
プニ
ン
グ
は、
刺ハ
務
事
務
当

局の
まっ
たく
あ
ず
か
り
知
ら
ない

も
の
だっ
た
そ
う
だ
が、
そ
れ
は
た

んに
形
式に
こ
だ
わ
ら
ない
こ
と
を

示
そ
う
と
し
た三
木
首
相
のポ
l
ズ

で
は
な
く、
首
相
自
身
の「
造
反

？」
で
は
な
かっ
た
か。
もっ
と

も、
こ
の
よ
う
に
完
全
な
個
人
プ
レ

ー
は、
一
般に
は、
首
脳
外
奮い
お

い
て
もっ
と
も
慎
むべ
き
事
柄
で
あ

る
こ
と
も忌
れ
で
は
な
る
まい。

（
東
京
外
大
助
教
授）


